
1 

 

 

 

 

はじめに 

NPO法人 海の森づくり推進協会 

代表理事 松田惠明 

 

黙祷！2017 年 3 月 19 日に、壱岐の浦田俊信氏

が亡くなられました。浦田氏は死の直前まで、当

協会の「海の森づくり」を支援してくれました。

当協会が必要とした「海藻養殖の増殖効果や藻場

造成試験」を現場で実証し、6 次産業化について

も率先して関与し、できたコンブの市場開発をし、

食品のみならず化粧品の開発まで手掛けて成功し

ました。浦田氏の当協会への貢献を心より感謝し、

安らかに永遠の祈りにつかれる事をお祈りします。 

 2016 年度のシンポジウムでは、海藻によるカー

ボンオフセットが中心となり、総会では、「ソーシ

ャル・ファンディング」と「事務局体制の強化」

が注目されました。総会後の懇親会では鹿児島か

らも北海道からも参加があり、世界中でのコンブ

議論が沸きました。 また、原口博光会員のリード

で、政策提言（NL14 参照）も纏まりました。他

方、浜田靖彦会員と米山伸子会員の協力もあり、

ソーシャル・ファンディングにチャレンジして、

Facebook も強化され、当協会の HP の閲覧者数は

年初 の１万人弱から２万３千人余に伸びました。

大野正夫会員は、NL13 号、14 号、15 号の発行に

かかわり下村温会員と協力して、次期の会計も担

当してくれることになりました。HP を担当して

いる非会員の山崎孝寿氏のご尽力にも感謝します。 

2016 年度事業は、4-6 月を中心としたカーボン

オフセットとソーシャル・ファンディングを中心

としたシンポジウム、6-11 月の READYFOR 海の

森づくりプロジェクト、10-1 月の種糸斡旋と 2-3

月の残務整理でした。シンポジウムは、2008 年

以降中断されていた日大理工学部で再開され（HP

参照）、当協会の広報を中心とした事務局体制の強 
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化を目的としたREADYFOR海の森づくりプロジ

ェクト（目標額：804,000 円）を展開しました。

目標額は達しましたが、非会員からの出資額はた

ったの 9％、後の 91％は会員負担でした。リター

ンには、壱岐のうみ、（株）ミューズ、藤水フーズ、

道南伝統食品協同組合、アイランド・ボイスが関

わりました。このプロジェクトの継続については、

準備が必要ということになりました。種糸の斡旋

は、「海の森づくり事業」として当協会は収益事業

として扱うことになりましたが、取扱量が少なす

ぎて、収益に繋がっておりません。さらに、去る

3 月 5 日、当協会は収益事業の可能性を持つ「早

採れ昆布即売会」を秋田市「セリオン」で実施し

ました。㎏あたり 800 円で売れる所から、取り扱

い次第で採算性が取れると考えていますが、実際

は、そう簡単ではありませんでした。では、海藻

によるカーボンオフセットに関する特集をエンジ

ョイしてください。 

 

 

 

 

・シンポジウム 挨拶               大会委員長 日本大学名誉教授 堀田健治 

昨年度と同じ会場の東京都千代田区神田駿河台

1-8 日本大学理工学部 1 号館 121 教室で、テーマ

「海藻によるカーボンオフセットの将来とソーシ

ャル・ファンドによる海の森づくり」として開催

しました。 

本シンポジウム開催の趣旨は、2016 年にパリで

開催された、地球温暖化防止に関わる COP21 や

2010 年開催された生物多様性に関わる COP 10、 

毎回のこととはいえ、会議の結末が先進国と途上

国との穏やかに合意されることもなく、我々を取

り巻く環境は変化の一途をたどっています。 

温暖化に伴う海の変化が海の生物の生息環境に

も多大な影響を及ぼしていることが報告されて久

しい。海の森づくり推進協会では、人工的かつ効

率的に海の森づくり（藻場づくり）に貢献しなが

ら、海の豊かさを支えていくことを目的として活

動を行なってきた。日本各地で、真コンブの種糸

によるコンブ養殖は、当初の種糸斡旋量 1,200ｍ

（2002 年）から 16,000m(2014 年)に伸びるに至

っている。海藻は食材として利用されてきたが、

現在では医薬品、健康食品、工業用資源などに利

用されるほか、バイオマスによるエネルギー資源

としての利用、また藻類は葉から栄養を吸収する

ことから、海水の浄化、さらに海中に多大な CO₂

が溶存している状態にあって、光合成による海水

中の CO₂の吸収作用にも注目が寄せられている。

特に、海の森づくりで、取り扱っている種糸によ

る人工的育成は、安定供給とその生産量が把握で

きることから、将来的のカーボンオフセットに対

する研究にも期待されている。 

本シンポジウムでは、基調報告とパネルディス

カッションが行われた。会場は視聴覚設備の整っ

た教室で、100 人以上の参加者があり、活発な討

議がだされたので、その要約を紹介する。 

 

・基調講演１：海藻産業の現状                高知大学名誉教授 大野 正夫 

日本における海藻産業は、長年、海藻という食

材の提供が主体であった。しかし、最近の健康志

向で大きな話題になっているのは、海藻由来機能

性成分のフコイダン、ペプチド、ポリフェノール、

レクチン、食物繊維の商品化であるので、これら

の現状を述べる。伝統的な海藻産業界は低迷傾向

にあるが、2000 年代に入って海藻の機能性成分が

注目された。以前から海藻の食物繊維は水溶性で

あり、便通など胃腸を正常に保つことに良いとさ

れてきたが、科学的に研究され、まず、 海藻由来

1. 海の森づくり第 15 回シンポジウム  基調報告とパネルディスカッション 
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食物繊維を含む健康食品が商品化された。その後、

海苔からのペプチドが商品化された。最も海藻由

来の機能性成分で注目されたのは、コンブ由来の

フコイダンであった。フコイダンは、胃がんを引

き起こすピロリ菌を死滅させることが報告されて、

フコイダンを含む多くのドリンク剤や健康食品が

市場にでた。最近は、ワカメからのポリフェノー

ルも商品化されている。

 

・基調講演 2 海藻による CO₂固定研究の現状と実用化の可能性 

 

基調講演 2-1 コンブ養殖による CO2 吸収について      日本大学名誉教授 堀田健治 

海水中の CO₂収支は海面を通して大気中 CO₂

と繋がっている。季節によって収支は異なるが、

一般に海水中の CO₂は大気中の CO₂に比べ 40 倍

とも 50 倍とも言われている。微小藻類や大型藻類

は海水中で光合成により有機物を生産している。 

これまで、大型藻類を対象とした CO₂収支の算

定においては、天然藻場について種々検討されて

きたが、コンブ養殖を 333 本のロープで 12 月末

～3 月上旬まで、約３ケ月半行った。その結果、1 

本当たり約 230kg～270kg であった。コンブに限

らず藻類は葉の表面から栄養を吸収するため、さ

らに養殖を続ける場合の生育率は葉の面積に応じ

て生育率も上昇していく。これら飼育したコンブ

の炭素分析（vario EL Ⅲを行なった結果では、乾

燥試料に対する炭素Cの重量％は 37.61となった。

これをコンブ（水分０）の成分の中からたんぱく

質、脂質、糖質を炭水化物とみなし、さらにこれ

を澱粉と仮定した場合、澱粉の分子式から分子量

を計算すると炭素 C は４４％と計算できる。 

ここではコンブによるCO₂の吸収算定について

紹介するほか、ノリ、ワカメ、カジメ、ホンダワ

ラなど他の藻類についても分析を行なうことによ

り、海の炭素同化は、莫大である。海藻による固

定炭素量の価値をアピールする必要がある。

 

基調講演 2-2 ：CO₂ 吸収源としての河口浅海域の活用 

国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 港湾空港技術研究所沿岸環境研究グループ長 

一般社団法人 ブルーカーボン研究連携機構理事 桑江 朝比呂 

背景：沿岸生態系並びに経済社会の持続可能性

への大きなリスクとして、気候変動への懸念が高

まってきた。公共財政の逼迫下において、これま

で認識されてきた沿岸浅海域の価値（食糧供給、

レクレーション、環境浄化など）だけでは、費用

便益の観点から訴求力が低下し、自然再生事業が

衰退してきた。そのため、新たな価値の発掘と説

明の必要性が生じている。 国連環境計画（UNEP）

は、2009 年に、森林など陸で固定される炭素（グ

リーンカーボン）に対し、沿岸域で固定される炭

素を「ブルーカーボン」と新たに称し、その重要

性をアピールした。海が大気中の CO₂を吸収し、

沿岸域では海底に大量の炭素が有機物として隔離

貯蔵されていることは周知の事実である。内湾河

口域や浅海域は、陸域からの負荷の影響を受ける

ため、CO₂の放出源であるとの一般的認識である。 

これまでの主な成果： 新たな計測技術の開発と

導入によって、CO₂の放出源というこれまでの常

識を覆し、浅海域の典型的な生態系である海藻・

海草場が、年間を通じて大気中 CO₂の源となりう

ることを、世界で初めて機構的に説明した。トラ

イアスロンで発生する CO₂を海によってオフセ

ットするという、ブルーカーボンオフセットクレ

ジット を、世界で初めて正味の吸収源であること

を、世界で初めて実証した（次頁 図 1）。 

日本初のブルーカーボン事業を担う法人（一般

社団法人ブルーカーボン研究連携機構）を設立し

た。産官学の有志と連携し、持続可能なブルーカ
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ーボン調査研究並びにオフセット事業をサポート

する組織として活動を計画している。 

 

 

 

・基調講演３：海の森づくりの排出権化・付加価値化への論点と課題 

            (有)クライメート・エキスパーツ代表取締役 

(株)PEAR カーボンオフセット・イニシアティブ代表取締役 松尾直樹 

ある活動が大気中のCO₂濃度を低減する場合に、

それを金銭的付加価値にできるか?という点は単

純ではない。以下の要件がそろうことが求められ

る。(a) 排出権を生み出すことのできる制度と、

それを購入することで目標達成のできる排出規制

制度(排出権取引制度)が存在すること。(b) 対象と

する活動のタイプが、排出権を生み出す制度で認

められていること。(c) その制度に基づいて、排出

削減もしくは吸収拡大効果を検証・認証されたこ

と。  

海藻産業の活動を排出権化して、金銭的付加価

値を生み出すためには、まずは、(b) の点をクリ

アする必要がある。そのためには、以下の点が必

要となる。(i) 科学的には、海藻関連の活動が、炭

素固定の「拡大」もしくは「減少を食い止める」

ことが必要。さらに、長期にわたって固定され続

けることの保証が必要。また、その定量化や証明

が方法論として定式化されることも必要。(ii) 制

度的には、ある「国の中」の活動であることが必

要であるが定義は明確でない。上記の (i) の点は、

陸域の森林関係活動に関してもあてはまり、これ

が技術的に大きな困難であるため、森林関係活動

の排出権化は、一部のボランタリーな制度を用い

る場合を除いては、実効的なものとはなっていな

い。 

海藻に関する活動を排出権化しようとすれば、

非常に大きなチャレンジが必要となる。一方で、

他の付加価値は、例えば消費者に訴求するストー

リーを組むことができるなら、付加価値化は可能

であり、むしろその部分で知恵を絞る方が建設的

であると思われる。 

 

 

 

 

図 1. 沿岸域のカーボンオフセットシステム 
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話題提供 1：ブルーカーボン・ヨコハマコンブプロジェクト（里海イニシアティブ）の挑戦 

「こんぶを食べて、地球を救おう！」：COP21 歴史的・挑戦的「パリ協定」の合意締結 

ブルーカーボン（海洋バイオマス）の重要性を強調 

社）里海イニシアティブ理事長  藤野修二郎 

2009 年の UNEP(国連環境計画)の報告書「Blue 

Carbon Initiative」は、森林など陸域の生態系が

吸収する CO₂を「グリーンカーボン」と呼称する

ことに対して、海洋、特に沿岸域の生態系が吸収・

固定する CO₂を「ブルーカーボン」と命名し、こ

こに焦点を当てることの重要性を強調しています。 

横浜市では地球温暖化対策統括本部を開設し、

海洋国家の中の一大港湾都市の誇りを賭けて、「横

浜ブルーカーボンプロジェクト」に取り組んでい

ます。目下、制約の多い市の財政予算の中で、在

横浜の企業・団体と一般市民の奮起を促し、低炭

素社会・環境宣言都市の実現を目指して、来るべ

き CO₂排出権取引、即ちカーボンクレジットモデ

ルの構築に傾注している状況です。私自身、過去

10 年来継続してきた「海の森づくり運動」の流れ

に沿った新組織「社)里海イニシアティブ」の看板

の下、昨年秋、ようやく横浜市漁業協同組合との

間に合意という形で実を結び、北海道から導入し

た「コンブ種糸 100m」が、栽培用幹綱に差し込

まれ、同漁協金沢支所の前浜である八景島沖合生

簀にコンブ計画栽培の実証実験として開始されま

した。金沢支所に所属する漁業者 25 名が「コンブ

マン」として、漁閑期を利用して計画栽培に取り

組んでくれました。2015 年 11 月に沖出し設置さ

れた種糸が、（１）12 月 2 日-Max30 ㎝・(2) 1 月

12 日-Max130cm・(3) 2 月 12 日-Max300cm・(4) 

2月 29日-Max350cmと 4 回のモニタリングを通

して順調な生育が確認され、3 月下旬に約 2,800

㎏のコンブ収獲完了。4 月 23 日(土)＆24 日(日)に

は横浜シーサイドマリーナイベント会場で、ワン

コインオーナー制の下に「収穫祭」を実施し、各

種イベントを通して、2 日間で 1,000 名強の参加

者に楽しんでいただきました。 

漁業者が事業主体となって栽培関連作業は責任

をもって実施してくれます。しかし、漁業者の責

任範囲は、浜揚げまでの限定された役割であり、

その後の輸送・加工処理・保管・商品開発・販路

開拓と社) 里海イニシアティブが果たすべき役割

には、膨大な業務が控えており、関係企業・団体・

研究機関・一般市民からの協力・支援なしには、

来年度に向かっての離陸も困難な状況であります。

東京湾でのコンブ養殖に対して、関係各位の今後

のご支援・ご鞭撻を賜りますよう、この場をお借

りして、お願い申し上げます。 

2. パネル討議：新しい海藻ビジネス成立のための条件と課題について 

東京湾でのコンブの写真 
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話題提供 2：マグロ養魚場の春・夏季におけるクロアワビとマナマコの垂下式複合養殖 

鹿児島大学名誉教授 門脇 秀策 

鹿児島県甑島浦内湾マグロ養殖場の春・夏季に

おけるアワビとナマコの複合飼育を検証する目的

で、クロアワビとマナマコの複合区とアワビ単独

区との成長を比較し、水温との関係を検討した。

方法は種糸コンブを 2015年 1月 10日に 500m入

手、幹綱に差し込み垂下し、5 月下旬まで間引き

しながら約 10 トン収穫し、天日乾燥後保存した。

アワビとナマコの飼育は 5 月 10 日～8 月 21 日に

実施した。 

実験区はアワビとナマコの複合区およびアワビ

単独区を設定した。開始日における複合区のアワ

ビの殻長（SL）は 61.1 mm、殻付湿重量（SW）

は 31.0ｇで、単独区の SL は 62.3 mm、単独区の

SW は 32.2ｇであった。ナマコの湿重量（W）は

125 g および 175 gであった。籠はポリ製(61×61

×32cm、目合 7mm）を 4 個使用して海面下 5m

層に垂下した。アワビは各籠に 20 個体収容し、生

鮮コンブ、アオサまたは乾燥コンブを飽食給餌し

た。 

結果は、複合区の SL は 72.3 mm、SW は 46.7

ｇ、単独区の SL は 70.7 mm、SWは 43.9ｇであ

り、ナマコの W は 105g および 115ｇであった。

生残率は全区で 100％であった。5〜6 月(19〜

24℃)に、複合区および単独区の SL 成長速度は、

それぞれ 0.153 及び 0.088mm/ind./day で、複合

区は単独区と比較して 1.7 倍高かった。一方、7〜

8 月(25〜29℃)の高水温期で、複合区および単独

区の SL 成長速度はそれぞれ 0.025 及び

0.058mm/ind./day と両区とも停滞した。SW成長

速度も同様の傾向を示した。複合区の SL 成長速

度がゼロとなる水温は、27.7℃と算出された。以

上のことから、19〜25℃の水温上昇期にアワビと

ナマコの複合区は、アワビ単独区と比較してアワ

ビの成長速度を促進する傾向がある。 

 

話題提供 3：海藻老舗のチャレンジ～障害者、高齢者の社会参加による「6 次産業化」 

〈株）カワショク代表取締役 河邊 克己 

初代、高祖父が慶応元年（1865 年）江戸深川古

石場で刻み昆布の加工を始めた。深川牡丹町に移

り、清国（現中国）へ刻み昆布を輸出した事によ

り、当時「南京昆布」と呼ばれていた。その後、

曾祖父が明治時代に屋号を「三吉屋」に変更し、

明治４３年（１９１０年）の東京大洪水で被災、

深川猿江町に移転、大正 12 年（1923 年）関東大

震災で再度被災、東京都品川区小山へ移り、太平

洋戦争後祖父が有限会社河邊商店を設立昆布販売

と加工昆布製造事業を行った。現在、株式会社カ

ワショクを設立、加工食品メーカー・外食産業関

連企業へ販売を行っています。 

地球の温暖化に因る海水温の上昇、海辺の道路、

河川、護岸整備に因ると思える影響等諸条件が加

わり天然資源は無論の事ですが養殖、増殖栽培に

も非常に苛酷な時代に突入。又一方では生産者の

高齢化、後継者問題は日本国内を問わず日本向け

の最大の輸出国である韓国、近年では中国でも同

じ状況に入り、生産量が落ち込み始め、更に他養

殖事業（例貝類、ウニ等）餌食として海藻の確保

等含め海藻業界は非常に厳しい状況です。 

以上を含め農水産業では、１次原料の安定確保

が大きな課題であり農業経済学者今村奈良臣教授

の６次産業化が提唱され各地で具現化され始めて

おります。私と致しましては欲張りと思えますが

【産学連携に依る障害者・高齢者参加型の６次産

業化】が必要と考えております。現在日本国内で

も障害者と言われる方が人口の５％に達し、就労

に付けず、職場を得ても中々自活も出来ない状態

にいます。又大学で（例えば農学部、水産学部等）
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で学んでも情報が不足し違う方面に就職して行く

人が多くいます。 

事例案として宮城県遠田郡涌谷町株式会社モリ

トク（当社も現在一部に参加）では社長が平成２

５年６月厚生労働省障害者就労アドバイザーの資

格を得て、地元産のしろめ大豆を原料に安心、安

全で本当に美味しい豆腐作りで A型障害者の雇用

を創出し、利益を確保、障害者の自活の道に光を

当てて来ております。特に障害者の方の働きを見

ていますと学習に時間は掛りますが集中力が高く

私たちは生産現場の高度技術者と言っております。

当社の１５０年の歴史を更に刻んで行くために、

初代が江戸（東京）で営み初めた原点刻み昆布に

戻り、健康・美容・若返りアルジェライフ効果と

呼び（江戸切刻み昆布）と名付け新たな切込みを

始めだしました。 

 

話題提供４：ロシア極東産昆布に関して                 凾館コンブプロジェクト代表 成田 省一 

ロシア極東地域における昆布生産については、

何よりも昆布生息域や資源量をはじめとする厳密

な資源調査と、沿岸地域における生産の可能性を

探る事が必要だろう。沿海州にはじまり、サハリ

ンに拠点を置いて生産を開始したこの 15 年間、日

本政府や北海道からの支援を受けることなく私財

のみで生息域や資源量の大まかな調査を行い、生

産を続けてきた。これから大規模な生産を開始す

るのであれば（ロシアが昆布をはじめとする海洋

資源を活用した製品生産に投資する意欲があるな

らば）この調査は必要であろう。

 

話題提供 5：ソーシャル・ファンド（個人投資）による海の森づくり活動 

鹿児島大学名誉教授 松田 惠明 

1994 年に鹿児島でマコンブを使った画期的な

実験が開始され、2001 年に「水産資源倍増で、1

兆円産業おこし」を提案した境一郎著「コンブは

地球を救う」が出版され、私達はその精神を今も

引き継いでいます。それは、コンブ養殖が普遍性

の高いビジネスに繋がると信じ「海の森づくり運

動」を展開してきたからです。コンブ養殖方法と

してはロープ式を使い、規模・生産量問題も避け、

低コストに徹しています。コンブ養殖の環境負荷

は殆どなく、水産増殖効果は大きく、CO2 吸収を

含め、その環境保全価値はずば抜けて大きい。さ

らに、その生産の肥料コストは低く、その生産物

コンブの付加価値は、①食糧・食料・健康食・医

療・美容系価値、②飼料系価値、⓷肥料系価値、

④産業系価値、⑤工業系価値、⑥エネルギー系価

値」等普遍的価値のある全てについて循環型社会

構築に欠かせない天然由来の原材となっています。 

経費は公共事業等政府が関係し税金で賄われる

ものと民間が関係する公益事業に使われる寄付が

あります。また、この両方が関わる基金、財団、

社団法人等公益法人が使う事業費もソーシャル・

ファンドと位置付けられます。一方、クラウド・

ファンディング（Crowd funding）とは、群衆

（crowd）と資金調達（funding）を組み合わせた

造語で、インターネットを通じて、特定のプロジ

ェクトまたはベンチャーに関心ある不特定多数の

人々からわずかな寄付を集め、資金調達をするこ

とです。非営利型の NPO 活動にとっては、非常

に重要な資金調達源となります。日本では、第 2

次安倍内閣で策定された政策に沿ってリスクマネ

ーの供給強化の手段の一つとして、クラウド・フ

ァンディングを活用する施策があげられ、規制を

緩和する金融商品取引法等の改正案が 2014 年 5

月 23 日に国会で成立しました。今年は、

READYFOR 株式会社を仲介して、当協会もこの

クラウド・ファンディングにチャレンジしたいと

考えています。 

「海の森づくり」を持続的なものとするため、ク
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ラウド・ファンディングを活用したいと考えてい

ます。出資者に対する還元商品（リターン：当協

会の買取額 1,000 円、3,000 円、5,000 円）をご紹

介下さい。ホームページに詳しく説明しています 

 

 

海の森づくり推進協議会事務局だより 

2016 年 11 月 22 日：2016 年度の「海の森づくり」用コンブ種糸が初めて凾館市漁業協組合から出荷さ 

れました。 

11 月 22 日：ニュースレター12 号（2015 年度版）が発行されました。 

12 月 16 日：日本大学国際地域研究所の平成 28 年度第 32 回国際シンポジウム －昆布食文化の

ロシアにおける普及並びに昆布産業の新興に向けて－ が開かれました。 

12 月 18 日：READYFOR 海の森づくりプロジェクト：海藻が作る「海の森」を知ってもらい、

豊かな森を守り続けたい！を終了しました。（HP 参照） 

2017 年  1 月 17 日：秋田さきがけ新報の記事です。「海水の酸性化、日本沿岸で加速 外洋の 10 倍の

ペースに達す。」 

 

2002 年創設の「海の森づくり推進協会」への入会への案内 

私達は、秋田県認証の NPO法人として、全国的に「海の森づくり運動」を展開しております。ぜひ、当協会の公式ホ

ームページ「海の森づくり推進協会」、アクセス（検索）してください。我々の活動のすべてが記録されており、過去のシ

ンポジウムの全記録集、海の森づくりプロジェクト、協会が関係する海藻関係会社案内が掲載されています。 

 

 

海の森づくり運動の 3つのスローガン 

 

１． 山・川・うみの健康を取り戻そう！ 

２． 海の森づくり運動を全国・全世界にひろげよう！ 

３． “海藻・海草”は、地球と人を救うお医者さん！ 

 

 

当会の趣旨に賛同していただける方は、正会員、賛助会員への入会案内が、ホームペーに掲

載されておりますので、ご覧ください。申込み書が掲載されております。 

 

 

                                         海の森づくり推進協会事務局 

（連絡先） 

                              代表理事：松田惠明 

Email：matsuday2015@gmail.com 

Tel & Fax：018‐833‐7734 



2002 年 創 設r 海 の 森 づ く

私達は，秋田県認証のＮＰｏ 法人として全国的に

り推 進 協 会 」 へ の 入 会 の ご 案 内

「海の森づくり運動」を展開しております。是非、当協会の

ホームページ（111.tj）:/ら。yy.yy.ｋａｉｄｌｕｊ-;‥‥.Ｗｕ1〉をご覧下さい。
一一…-

あなたも私達といっしょに活動しませんか

海の森づくり　　　　 １．山り||・海の健康を取り戻そう！

運動の３つの　　

１　

２．海の森づくり運動を全国・全世界に広げよう！

スローガン　　　　　３．“海藻・海草･’は地球と人を救うお医者さん！

【趣 旨 】

当 協会の 「海の 森づく り」は 、コ ンブ等 大型 海良の 栽 培に よ

る海 洋環 境の保 全、磯焼け 対策 と増殖 効 喩、多 様な 生産物 の利

活用 等 を中 心に 、「海の時 代 」の 沿岸 域の有 効利 用そ デxレXl」遣

に 関す る勉強 会の場 を提供 し、前浜 を活性 化し 、国民 の 親海性

を回復 し、r 海j を 特徴 とす る口本 に しか出 来ない 国 際貫 献に

貝’献 す るこ と です 。

当会の趣旨に賛同していただける方は．

【実績】

当協会は、r海の森づくりＪ支援事業としてコンブの稽糸枠

旋（2014 年度寞績；17 府県47 箇所に種糸17,000m ）や共同

施肥14験を実施しています。また、環境教育イベント事桑とし

て、干潟r観察会、礒の海藻観県会と梅藻｡おしぱ体験教室を開催

しております。そして、地域循環型社会の構築支援事紫として

年 １回の海の森づくりシンポジウムと隔年のこんぷサミット

を測催しております。

以下をご参照の上是非ご入会下さい。

内　訳 入会金 年会費　　　　　　　　　　　　　　　　メモ
正会員（個人） 1,000円 一口（3,000円）以上　　総会で議決権を行使できます。
賛助個人会員 1,000円 一口（1,000円）以上　　会の活動に賛助し、イベント案内や会の活動報告を

一口（10,000円）以上　 受けます。なお、当協会への賛助・支援しているこ

一口（30.000円）以上　 とを広告として利用できます。

一口（50,000円）以上

一口（100,000円）以上

賛助団体会員１号 l,000円

賛助団体会員２号 1,000円

賛助団体会員３号 1,000円

特別賛助会員 免除
ネットワーク会員 免除 無料　　　　　　　　　　漁協・官公庁・大学・NiPO法人等有益情報の提供者
ｓ　入 会を希望される方は、Ｔ記申込書にごlき人の上EA ｘ にてご連路ください。ただし、年会費から一口を除いた部分は寄付として扱わせてい

ただきます｡ネヅトフーク会員 以外の会員の変更に際しては入会金は免除され、２年以上会費が未納の場合は自動的に会艮資格が失効します。

Ｆａｘ 又 は ｅ-mail 送 信 用 紙

送 信 先 ； 海 の 森 づ く り 推 進 協 会　 代 表 理 事　 松 田 嘉 明　 行

Ｆａｘ: 018-883-7734 e- ｍｄ: ｍ 滋ｓ4a ｙ2015 ＠幻:ａａｉｌｃｏＪｌｌ

Ｎ’PO 法 人 「海 の 森 づ く り 推 進 協 会 」 入 会 申 込 書 ＊

海 の 森 づ く り推 進 協 会　 行

海 の 森 づ く り 推 進 協 会 へ の入 会 を 申 し 込 み ま す 。

項目 内容

望むム　　　　　　ｉ　　　　　　　　　　　該当の数字を〇で囲んでください。.i員の種類　　
ｉ　　　正会員、賛助個人会員、賛助団体会員（1号、２号、３号）、特別賛助会員

日付（必須）　　　　 Ｊ

（ふりがな）　　　 Ｉ

氏名（必須）　　　　　
｜

住所（必須）
－
Ｔ

所属団体名（肩書き）

関心事

連絡先電話番号（必須）
ｉ

ｌ

Fs7 番号（必須）　　ｉ

e･ma11（必須）

通信欄 入会の動機：

さ　この･情報は会員への通信以外には使用 しません。日付。個人・会社・団体名、担当者名、住所、電話ｉ=号、Ｅ･lt・・ilアドレスは必ずご紀入くだ

さい。また、個人・会社・団体名、担当者名、住所、電話番号、Ｅ-ｍｄ アドレスは、名鋒に掲載いたしますのでご了承ください。不都合の場

合は、お申し出ください。
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